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腎友会活性化のために

　　　　　

釧腎会々長

　

上

　

田

　　

弘

　

昭佃５１￥に１５名の透析患者で発足Ｌた釧

路地方'腎友会も、公叫諸氏の温かｙ･－力により

･1して、現をでに1会員数も１００名以上とｱtり

まＬて、来年は満１０周年を迎える事とな!}ま

した．

　

日本全国では５年後ｒは1 orj＼の透析患者

となるのではないか、と７ヽわれていまｆが、こ

の釧路地方でも、近年では一年間!で２０名以上

の方々で･i^ tTr!C導人されて来ている現状であり

いに

　

釦銘匙な卜友会におけろ会員の特管を考えて

みますと、乍今的にに、下は中７咀、上は７０

ｙ以にりなもむ.り、唯今層がJI:茸ｒ巾が広い唄

であります．

　

こcいい:こ．腎表T会を粗鰍していこごこの地方

でいくし'でこりてすが、他のげぱで心あ１り見

られなの.々以榔成であこと思い１や．

　

１た．汽＾でこむいても、会社り邑艮さんから
陳 ｀゛・″

’LI卜７、公務員もいれば民閥会
g'Lのλバ｡1りjl、i'^iC L' ■'が牛勺位名･しめてお!J

j !｡て、漂ｙを朽つていｰ｀･４人乙な名ぐ｡･･る状

乱こぶヽりこ……

　

ｒｏレパこヽt生S｢!はもちろん、甲令嘴成・職

ｙなど砥多ぐの方面の万々ぐこより構成されてい

る腎友公といツね咳を運営、そして活動するた

めなこは、いろし●りとこの■ｒついての対応ｒ苦

憲してｖｓるところであり、いま一つ腎友会に対

する‘膿りあがりが欠けている一つの要因ではな

いかと思います。

　

そこで、‐つの提案として、部会(サーク/ﾚ

　

Ｊを組織してはと思ｖ･･嘘すが、皆さんはどう思

いでｆか。一度、考えていただけませんか。

　

1 OQA以・の会員がレＱるｔかで、会員全体

が●加されるよう各種の行事を肝興しまずので

斤事を多種多様忙とは９かな砕のが現状だと思

βます。

－１－

　

腎友会の行筝は１ワンパターン.2でｒ橘気

かなぐＪＩいっも同しような陶ぷれた．､ｒ参

りに酋が少ないｊな･どと良く耳ｒしｌｆが、多

勢り会膜と郷友会としての特徴的々令員構成

になかでの活動とＬては仕方かなｏ事ではな

いかと考えますが．皆さんねどう思･'.'^ 'X "tつ

ていますか．

　

そこで、これらの事から睨却するためにほ

庖会活動を進め、その部会独自ｏおJ断により．

宵友公の仲限丿向志か共にｌ楽しみｊ「訥り.ﾀ

Ｆスポークｊｔする哨､こより、腎友会令体が

柚性化に向って､i･か･ないでＬようか．

　　　

゜

　

この部会.りま、年令儒収で1ヽえり'、會年然

　

｀

祐ぷぶなど、１た、いろ･ゾ11峻球をふつて●

いi･ち々が何j､か集ま！･､てｔ一定の人数Ｆ･ぷ

をしてＪサークル的｀な部会、いろ･.ヽろ弓えこ･

れると､悪い１す、

　

そ1.で、各!犯会応ｊ,l手Ｔｙ閔りトｙツ･ji柿て

゛らj一公の余むｕ･企両々４リ．イ･り八こ祁して

もらい、その活勁にお棚-jるの二j.y柵外でも

たt1でも忿加川来るよヤー－する．

　

こ／｀な事で、il:路地方町友９ゐ庇七.宅が71

かfパＷＩものでＬＩうか･－……？r，
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トペごf円レリヽ学生）

　

μﾍﾞﾆ１Ｔｐバ布‘ｊをぐ･貿とする

　　　　　

邸,ｊ千μjプラス）
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混ふらバス忙痢

1 n :-Lbふμ市立冊９１５時出契

ｌ,りｇ６出り温戻ｉｏ向出.亀

　

ぺ．－ムヽカシオヶ岑を行.，１-ｔ

　

降Iさ，欧■ぞの時ａ中正しま戸

　

畠卵訪以遅くとも１ｊ２０日寸

　

で，･……tVir^,%は１と月巾.こ，そ

　

れｆれ姿病碇の幹り;さんまで．

ぷ加祐？ご冷‰する巾味､こついては浹、

眠にE7､のヒ、槌出してくたｊい、

・名カンパについて‥‥‥‥‥

　

１‘､｣月ｇ:お願りＬた、全ｈ必と４-公差乙･￥

れとカンパを忘れていて･方はち･り１ぜん･か･･

忘れている方は至､''.?-?バy声１せ、１．病:'ｚＱ

≒で提出してF､1し９
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聚しかったｎ肴会一泊1=λ行!1

　　

晩収り留貞温泉を貳啖ｊ

　

衣る/6ﾉｊ／’．’、．?£ｊＨの／洒丿日、釧唇

ｙ･.･こ･／沁ぼ乱が≒■さｉ．?多した．当日４釧路

バド１）ご･ヽ;､l不･J,.9，一々－して市立釦路肩院

千ぐレ七で、卜川グリーこ・々．じ亡病院と巡口

似

皿

ぐ

ψ･

ｊ･ぷ

１，

貫り'.■ 'l-T、p:G'､14=湿t､yざ号剱をの陥の

･1≒1,1

｡'胎同弱え｡バスり?､ぺｒ鍵え、淡

jｈ･り･､ンふよとヽぷりとｒ吊た夜６時近

ぶ･ノそ

　

入虜す心者、夕た川にとビール
を自政叫･:･心jj;意-ざるiiとあおただしい..幹

ヅ;こい二澄丿乱りが.々:、沿じjでか年寄りはご
に、･;ｊ

蛉･ヽ、建はヽぐチ･．ク弓･－一男遠はワ

･fり-1コツ:.-ｺﾞ々２ともうij;み出す妙ぷ:、t

りﾐｙ丿岡田氏が地心にlt:のり.､公司?之、か瀕

ねがはｰ、む丿ご瓦:1人広間でートjにご々してニ

ジマス料理ヤ山菜t:埋に･ヽシをJ茫ぷ．迫中で

次ﾄﾔ･:に1げ:ぐなり、瞑町の廉さん?;･あわて

さヤ■hu frf-'の楽しみ､心胆j;亡ん達苦心のゲ
-

ｓ｀ゝ やあ･=;ヅ･､;J1･ンり上!よご三．た、レカー

ドをわせの神ＭＩイジ･tクゲーｊ･４ﾆi出色の出

宋で人奸≪r// imいてカラオヶべ会、早机事

務だ!七のレバートリイり瓜さをぷじ7こ･1、驚

本幹ﾘ町こ表のyfn'' 'XI感心Ｌたり、東山さんの

こI王人乙美声に酔った￥しい｡衣ｾﾞを過ごし各

自序;屋へ。応食にと、各離りへｒゆでたジｔ

ガイ｀ごとｿﾞ､ポ･ヴペ･０回包り、:､が辿ばれて各自

授二ら飲み匈てのどをうるご･Ｌ、ひとむiき≒｡

ご妃ﾉ､弛のびし入れつ1寸そりゃで｡つかへで話が

にしｙTペベ･ＪＪ∇旅輿中カラオヶスナー丿にＣの

とI:･●Ｆ! -､ぞ･。夕いこした。し川？外印･孔らの

戸ぺ7とに歌今巴をやノ々そろです。･弓泉は

　

／泌丿し丿ヤ'･一目だ・こそ｡｀で亡μく、元ぷ
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りたいとlj･う意見1･こつｖｓて載否をJ.り、寄る

１に決ぶ.

　

希望者Ｋｆ約吃売すろジ々ガイモ・カボて

･.-・ごボー々友･泌械１、胞配ﾎﾞ｣ビごて全員で記

念抑;ｙＭ弧ﾆよって心迎4j;ぞこぺこ斗さ/､の･?5

カｙラマンぶり酉にツリで歿っへ･、

　

于代田えん極では旱い:６心:べ･フツダベ.･兄

ｊを食べる方々が目;こつりた９

　

晩fりこ)叫道をバスで■hxi r.i:こ和｡たよﾐで･り5

梨しく収視のあっyこ／昌裁可でした。

　

幹事ゐりtぷｊん、長岡さん、iリフ･ごん

当ぶ有妬うこ'j'いまLZ､:、

メ
ー

　

父．カヲごj･同好ﾆ16発足､一乱丿liい'止ら●

発足が予ぜ芯れこ卜･17硲応局長で拒几さんｃ

活澪か印象に残った今Ｍり行ぷ、;;て、宋限

は、何処へでむ加者が∂七全賤元万引こ八丿ノ.'
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身匯心否登弩に係る目動車悦の４

　

詐り免腎.についてのお知らせ宍

｀='力鳶の陥、･陣旧すら自動ぶ･鮑利i!ふβ

………'､-1.･j!.f3f'1･､･:ﾀ･､{yjK' 今巾丿する時ぶけ、そ

回よの肖類岑･呈示父JI提出して4･1たた･き

J:口紅'^T '-1--'"I'""t^である本.'、ぷ自動･liを便

昭して･j･るとき

・身体ぶ西壽子娘

・心西巾'■ f'"-';だ趾

・印

　

兇

　　　　　

以上す･DJﾐすること

童ポプベ乍一回干る聚腕が廿体障害者等

の為.こ自助4{今使珊していこ場自･

・印

　

赳

・斗防諒I河合手帳

・自勣巾愚包弛許証

-･自煮ljll筒査証

　　

以.lz提示

　

・課晩免鰍巾,清占

　

・心計をにj-づこＬていることを証明す

　

らもの

　

口利）仕民票

・もっ･ぱら野体原害書の為ｚ使啼して

　

いるボを紅叫jするもの

　

f.圀り通院

／へ

　　　　

ぶ明

　　　　　　

以上捷出

　

課佃免除証明は以七の手繩きを自動4£税係

で終えてから徴心廣窓口でもらって下さい。

　

尚、混しい弧は、次ヘー副倒い海わせ下か／ト

　

ク釦大路支庁腕妨部自動胆脱係

　　　

内線４£０叉は４１０

　　

ｊ

朗報!!

　

広瀬正繋右腎移植成功!!

　

７たんIらこう｡ｽﾞぷ？乍タ月号で紹介しま

た当時慟ｙ炭の広瀬!E誉君がこの度、軒移

に吹功した七の便りが届きましたので皆さ

氾む那らせ皿します。以下／び珂Ｊ／日付

予妬胱幻毎文を洵載……

　

では体１りの石移植、成功致しました、

　

／／午ロて.tうやく春が来た価ですｉ皆

　

様の御心、親于共々、ま謝巾しあける次

　

弟です。、L

　　　　　　　　　　

集鯉fE実・擾F・lli

　

住所：埼玉県所沢市

一 一 ‥

･ 一 一 輿渥夫妻・iE誉

j.I広瀬さん御一一家．本当ｒお･めで･Iとうだ

糾路よ1)儒呪い申し.Lけます、

公ほの皆さんお祝のお･便りを……

　　

耳よりなニュース

　　　　

紹介だけで、１０万円□

　

ご近所、お卸合の方で住宅の新築計闘を、

お持ちの方を紹介して下さい。

　

成豹に４りましたら、謝昆とＬて１０万円

を差し上げますので、ふろって応募頴います。

　　　　　　　　

連絡先

　

蛸京一文（脇立｡）

－４－



闘病シリーズ

　　

ニC A P D jを拓｡騏して

　　　　　　

1;!;路而立肛ｒ

　

木匈

　

俊

　

血液必旨をはし｡めてから有乍F卜こ入った弘

ｏ耳にr C A P D jと言う言集が時折i垢こえ

る様に々つだのは春も終りり頃だ･つかと思い

ます。

　

シャントがつ･まってこの方法をせ芯るｔ回

なかった患者さんの様子が看護婦ｊんの口を

通じて伝わって来ました。

　

かねてより五時間の透析時閥が惜しいと思

っていた私は、ぜひ自分もやってみたいと感

じていたものですから、病院側から希望者が

あればいつでもと云う話が出たので一番に申

し出たのは云う１でもありません｡ﾕ

　

お腹cて穴を開けたり、腹腸炎の心配等、不

安材料も種々ありましたが、充分水が飲める

事、五時閥の拘束が解かれる事のみ力の方が

ずっと大きかったのを覚えてります、

　

手術は割と簡41ｒ終り、阿口も日一日と癒

え、人院中にr C A P D』の管理方法も教わ
り、外出、外泊を経て頓脚ｒ当初の予定通ｐ

退院しました。

　

ここまでは全く計画通りでしたが問44はこ

こから予定外の事態ｒな!JまＬた。

　

退院一週間後に又病院ｒかつぎこまれよう

とは夢にも思いませんでした。

　

全く食欲が湧かな９のです。何食抜いても

常ｒ満腹感があって物を口に差べないのです。
無理ｒ□の中に入れてもおう吐感のみが残り

何んとも気持が悪くたってい１した。

　

今日治るか、明日は大丈夫かと思い乍ら様

子を見ているうちに良くっなる事もｔく、結局

は起き上る事さえ出来ｔぐなっていました。

、この同透析はj4z時閥続けられている訳で

水は身体の中から時間毎ｒどんどん出て来ま

すので一種の脱水状態､･こ陥ってしまった訳で

す･お殿の中ｒは一度に｡2千〇〇の水が入る

ので胃が押し上げられ食欲も湧かなかった様

です。

　

又、運悪く風邪も一緒尼ひいてしまいまし

たので、発熱、咳と云うおまけもつき、完全

ﾀﾞ'･ツ て･々_，

輸江しその
も赤､;Jし丿がていj、

てし仕いました。

ｇ

・か

七二

り r･り

りと,ぴうｲ．

iilM能

７べこな

　

ちに÷退路の日４どむ､Iごつふg≒、t?;χΓ｡／-

の食琵の左のＺ)に亀りを処レヤらも、ごうす

ろぶも出来ず唯、もんもんとしていましだﾆ。

　

家ら事、子供の事、治回中心事ｆぺぷこなり

づめ、r c AI･Iト≒乙手陳さえＬな'■'} U i"にン

の哺な事も刄かヅだと思い、脳丿力裴も芯鬘

もすっかり消え失せ、後悔しはしめたのもこ

の哨でした。

　

医考や婦妊の言業も信じられなく乙ろごふ

りか、その言葉几をつかまえて、凛味を云っ
●

たり、泣り･･たり喚･｡､Ｑたり、病院征をljらせた

ものです。

　

i C A P D Jももう止ぬ條と、今に云どう

か、明日にしようか迷っていました。風邪が

治れぽ、肝磯能が平附ｒなれぱ大丈夫だから

と言われろ先生の言葉にも耳をかさず、－た

んi' C A F B Jは中止かこして廠しいと巾L.出
１した。

　

いつまでたっても食欲が出か｡ヽので血液透

析ｒ戻してもらい、一度お腹の中を｡カラッポ

ＫＬてもらいました。

　

こうすれはいくらかでも物が食べられるか

も知れﾌs;いと思つたからです。

　

この試みはある程度、成功した･随ですっ迪

丿回の透析から｡2回になりうち／回はr c A

ＰＤＪを行うと云う方法で徐々に身体を咳ら●

していきました。

　

しばらくそれが続くと次はMf!-cjm i c A

ＰＤ』を行い、血液透析は／回と云う様忙日

をかけて併用を続けた訳ですｏ

　　　　　　

’

　

こうした結果、物も食べられる篠ｒなり、

身体も悛れてきたので|。よう。苦痛もうずら。

いで、病院に通うのがかえっておっくうｒな

!J、全部自分の手で自然に持っていける様’で

なり、r c API) j一本なこ向つて歩き始めて

いました。

　

すっかり軌遣にのったのは、やはｙ､7ヶ月

位かかったと思います。

　

飲んだり、食べた!9自由ｒ出来るのと、拘
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こと云．･てむ胆の首の辿

ト、これらふ先づ痢きる吊
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ｙ
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ｉ
゛
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一三い

る

,i!

７

りＺ七冗lｓlZ･要を心、

丹っで出かけふか｡

（来li i一匹丿丿なり･ませんz.

人にも家庭で､１－后載呂というわ丿こ削

、ダリレトー寸柵已ふと思1zｙまり･ｊ

一つﾉ丿;な外こtよノトです．忙L.応やめ

:づら:=，りと労 て決i-で疎かに.ｊ出丿=ま

さ･らんととらな;･ｎ、,て･,ぷ分ぴ｡･,j卜.lも

レごの紹ｙ,こ如実に現われます。

で.怖ツj倅の埋め已んた心所にも一寸辿断す
ﾐ･・E L ･l'･？ ﾄラl･りIンが起きるので、

人変-･:･す、人症を起こすと直るまで丿作を曲

ける･.I;≒ままならす心二るｌでＭ大変です。

　

考えてみろと血液r順卜こＬても、゛C A F

Ｄムこしてもそれ万れに長所、短所があって

どちら？遥ぶかと云う引(でなるとＦ本人妁考

え方、水晨のしかた｡ﾐによって追って米・と

思･μます。

　

色々細かい鼎１まだたくさんありますが、

人ざっぱなこ云え了、何んでも自由に飲んだり

食べたり出来、自分の身体り管理も･--りJ自分

でやら心梅えのある人はy C A P D .､;の方が

　　　

良いでし.しうし、少Ｌ位食べ物の不自由さは●

　

あっても全て病淀心忌せたい人は血破透旨の

方が良いのではなｖ･でしょうか。

　

゛ＣＡＰＤ．片こしてからまだ日の浅い私で

すが自分-なりに考えてこの方渋を選び満足し

て呵能な限りかんにいって行く覚悟です。
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年賀状の取扱い状況

弓£３日現在2684一件です。

吹く風も叛しぐな･ごておりました。j‾

を引かぬよう父をつけて、観ぷカドざ

か
い

　

￥賀状の1ﾐ1!刷代位ａ、全部印刷の終っ

人より集一波致しまや・分割納入Ｌﾌﾟ£いで。

色が完‾rしてから一括納入して'ドさい。

　

人佐となりますので、くれぐれも取り

いには促注意下さい。

６０年１０月末現在組織状況

　

釧路地方育友会

Ｊ

病　院　名 公　殼 未会員 計

市　た ４４ １２ ５６

日　赤 １６ ４ ２０

労　災 ﾆL ６ ワ

映　立 １６ ○ １６

林　田 ４０ ○ ４０

厚　岸 １０ Ｏ １０

根　室 ８ １３ 21.

１３５ ３５ １ワ○

－６－
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てレ七_べF燧茜レミバレヅり心奪者て

に.こと念品を芒し．しけ-1で4，
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当進一ａ名

　

ヤ立航･ごのべ不比子びん、づヽりに･=トfズÅ

しぶ元昨こん、柿F÷しリｊツグｕ十口人ぷ夕

さん、東山初校さん、良辺喜久さん、山トトし

イさん、呻が千浅子ｇんヽが卜･;赤「字病詫Ｏ

輿岡久雄さん、陥立l屑詫の松罵政叫さん、以

Ｌ１り名の卜･さんおめでと･うございます、

　

今月り･の:乱哨を'出瀧しますﾛ･l哨こよって該

当する言葉で埋めて行くと二収ワクの６文字

で李吻の言集が……。正解者中ｉし乱･こ記念

品宗に。正肝・当選窟表は２月号にて・/゛切

､=よ１２月３１日Ｑご応募お待ち致します。

　

解答宛先……1‘il路市新富町１の７・林田ク

リニック内・釧腎会事務局裾集鮎。下記に記

人の上、郵送又は各病院幹事さんへ。
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夕子のカギ
①戚民に1F自家川4レス皆さんはワレ‥工て七

　

丿飛人でる乙あが

⑦今は魚複け市外、昔は魚らし．

色トり口かあー、寸シベとメピj二ﾘがふっつく

　

と受粉があー、おこなわれるうー．かかっ

　

たかあ～？.1

④かわい娘ちゃん歌手のベテランダ松本口⑤

　

.1ちゃんμ
⑩ｒ牛は何んと鳴く？j r ooと嗚ぐ//j

⑥r飛ぱないＯＯば何～だｊ日昔金とりがｊ

②浪しの歌謡曲ｒ上海帰りのCでｊ
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会員の動向
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心

’肌川堆

･了一新jJI

・汗膏トサ・脇･斌病院

・兜社正･－・日赤病泥・

・石竹紆春・根室市立・

ン紬巾

厚岸;!?j

恨室市

６０年８月より

６Ｇ年１１月よ．り

（Qデツ七宅君

・弦ま明美・市I包病院・釧路市弥生町

＠転円背

・随友奈美于・ご主人転勤のため釧路市立か

ら札幌で転出・６０年:LO月２日

咆J･転院者

・石橋清春・釧路労災から根室市立へ・侠室

市歯鋒司

・おくやみ

●.心熊正一

・椿辰職

・久傑ひさ

日赤

市立

労災

撫ご淮≒玲、

１ｊ月１？日死亡

１１月１９日死亡

１０月２３日死亡

Ｉ
Ｉ
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